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Z02 ペルセウス座流星群1回帰ダストトレールによる月面衝突発光現象の検出
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月面衝突発光とは、大きな流星体 (約 0.1kg以上)が月面の夜側に超高速度で衝突したときに生ずる高温ガスおよ
びプラズマが発する閃光現象で、1999年のしし座流星群のときに初めて確認された (Ortiz et al. 2000; Yanagisawa
and Kisaichi 2002)。この月面衝突発光の観測によって、0.1∼10kgの大きな流星体の分布や超高速度衝突に伴う
発光効率 ηの研究が期待できる。しかし、これまでしし座流星群以外観測されていなかった。
2004年 8月 12日 3時 7分 (JST)、ペルセウス座流星群の母天体、スイフト・タットル彗星 (109P/Swift-Tuttle）
が 1862年に放出した 1回帰ダストトレール (DT)が、月に 0.00039AUまで接近した。この距離は、1966年のしし
座流星群の流星嵐を引き起こしたDTと地球の最接近距離の 2倍程度という近距離、かつ、スイフト・タットル彗
星の活動が、しし座流星群の母天体、テンペル・タットル彗星より活発なことより、1966年のしし座流星群の流
星嵐と同規模の流星体が月面に衝突すると期待した。そこで、我々は、月への最接近する 2004年 8月 12日午前 3
時の前後 1時間、月面衝突発光の観測キャンペーンを行なった。現時点で、3時 28分 27秒に、明るさ約８等級で
継続時間 1/30秒以下の現象が検出されている。このイベントは、一宮高校と小川天文台との共同観測で発見し、
ダイニックアストロパーク天究館をはじめとする複数点で確認された。この流星体の質量は、η = 2×10−3(Rubio
et al. 2000)とすれば、約 100gである。今後の解析でDT内の流星体数密度や発光メカニズムが判ると期待する。


